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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

(1）連結経営指標等

回次 第６期中 第７期中 第８期中 第６期 第７期

会計期間

自平成18年
１月１日
至平成18年
６月30日

自平成19年
１月１日
至平成19年
６月30日

自平成20年
１月１日
至平成20年
６月30日

自平成18年
１月１日
至平成18年
12月31日

自平成19年
１月１日
至平成19年
12月31日

売上高 （千円） － 1,658,305 2,294,190 － 3,745,802

経常利益 （千円） － 328,381 392,296 － 800,731

中間（当期）純利益 （千円） － 191,969 226,733 － 465,628

純資産額 （千円） － 2,491,040 2,990,394 － 2,764,809

総資産額 （千円） － 4,152,026 4,785,421 － 4,795,141

１株当たり純資産額 （円） － 26,873.52 32,260.58 － 29,826.95

１株当たり中間（当期）

純利益金額
（円） － 2,095.35 2,446.02 － 5,052.37

潜在株式調整後１株当た

り中間(当期)純利益金額
（円） － 1,922.59 2,266.36 － 4,658.74

自己資本比率 （％） － 60.0 62.5 － 57.7

営業活動によるキャッ

シュ・フロー
（千円） － 821,388 355,201 － 1,598,267

投資活動によるキャッ

シュ・フロー
（千円） － △692,573 △976,732 － △1,421,339

財務活動によるキャッ

シュ・フロー
（千円） － 178,368 △515 － 178,368

現金及び現金同等物の中

間期末（期末）残高
（千円） － 2,203,189 1,630,384 － 2,249,976

従業員数

(外、平均臨時雇用者数)
（人） －

88

(17)

123

(12)
－

91

(11)

　（注）１．第７期中より中間連結財務諸表を作成しているため、それ以前については記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。
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(2）提出会社の経営指標等

回次 第６期中 第７期中 第８期中 第６期 第７期

会計期間

自平成18年
１月１日
至平成18年
６月30日

自平成19年
１月１日
至平成19年
６月30日

自平成20年
１月１日
至平成20年
６月30日

自平成18年
１月１日
至平成18年
12月31日

自平成19年
１月１日
至平成19年
12月31日

売上高 （千円） 812,964 1,658,305 2,266,859 1,937,286 3,745,802

経常利益 （千円） 238,119 329,041 396,624 467,175 800,745

中間（当期）純利益 （千円） 141,158 192,665 224,769 273,829 465,723

資本金 （千円） 101,961 835,935 835,935 742,914 835,935

発行済株式総数 （株） 76,305 92,695 92,695 86,400 92,695

純資産額 （千円） 708,687 2,491,920 2,988,710 2,120,886 2,765,088

総資産額 （千円） 955,604 4,152,779 4,796,054 3,649,887 4,795,341

１株当たり純資産額 （円） 9,155.95 26,883.01 32,242.41 24,458.55 29,829.96

１株当たり中間（当期）

純利益金額
（円） 1,851.41 2,102.95 2,424.83 3,525.07 5,053.4

潜在株式調整後１株当た

り中間(当期)純利益金額
（円） 1,682.69 1,929.55 2,246.73 3,152.15 4,659.69

１株当たり配当額 （円） － － － － －

自己資本比率 （％） 73.1 60.0 62.4 57.9 57.7

営業活動によるキャッ

シュ・フロー
（千円） 45,706 － － 137,645 －

投資活動によるキャッ

シュ・フロー
（千円） △252,237 － － △1,145,396 －

財務活動によるキャッ

シュ・フロー
（千円） 2,975 － － 2,382,570 －

現金及び現金同等物の中

間期末（期末）残高
（千円） 307,813 － － 1,886,189 －

従業員数

(外、平均臨時雇用者数)
（人）

34

(13)

88

(17)

112

(12)

50

(17)

91

(11)

　（注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．第７期中より中間連結財務諸表を作成しているため、営業活動によるキャッシュ・フロー、投資活動による

キャッシュ・フロー、財務活動によるキャッシュ・フロー、現金及び現金同等物の中間期末残高は記載して

おりません。

EDINET提出書類

株式会社ゲームポット(E05541)

半期報告書

 3/52



２【事業の内容】

当中間連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。また、主要な関係会社における異動については、下記の「３　関係会社の状況」に記載しました２社が

新たに関係会社となりました。

３【関係会社の状況】

　当中間連結会計期間において、以下の会社が新たに提出会社の関係会社となりました。

名称 住所
資本金
（千円）

主要な事業の内容
議決権の所有割合
又は出資比率

（％）

議決権の被
所有割合
（％）

関係内容

　（連結子会社）       

㈱IPM　
東京都港区

　
1,000

著作権・工業所有権

等の無体財産権、コ

ンピューターソフト

ウェア、デジタルコ

ンテンツの取得、保

有、管理業務、ライセ

ンス供与、証券化業

務及びファンド組成

事業

100 － －

㈱GPコアエッジ
東京都港区

　
30,000

オンラインゲームコ

ンテンツの企画、開

発、運営

100 － －

４【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　事業の種類別セグメント情報を記載していないため、事業部門別の従業員数を示すと次のとおりであります。

　 （平成20年６月30日現在）

事業部門の名称 従業員数（人）

オンラインゲーム事業部門 105 （12）

モバイルコンテンツ事業部門 10 （－）

管理部門 8 （－）

合計 123 （12）

　（注）1．従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向

者を含む。）であり、臨時雇用者数（パートタイマー、アルバイトを含む。）は、当中間連結会計期間の平均人

員を（　）外数で記載しております。

　2．従業員数が前連結会計年度末に比べ32名増加しましたのは、子会社設立等にかかる新規採用によるものであり

ます。

(2) 提出会社の状況

　 （平成20年６月30日現在）

従業員数（人） 112 （12）

　（注）　１．従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であり、臨時雇用

者数（パートタイマー、アルバイトを含む。）は、当中間会計期間の平均人員を（　）外数で記載しており

ます。

２．従業員数が前期末に比べ、21名増加しましたのは、主に業容拡大に伴う定期及び期中採用によるものであり

ます。

(3) 労働組合の状況

労働組合は結成されておりませんが、労使関係は良好であり、特記すべき事項はありません。
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第２【事業の状況】

１【業績等の概要】

(1) 業績

　当中間連結会計期間におけるわが国経済は、米国の信用力の低い個人向け住宅融資（サブプライムローン）の問

題の深刻化、原油及び食料価格の高騰などの要因で、欧米の主要先進国に限らず、順調な成長を示していた新興国の

実体経済が影響を受けている中、国内経済の停滞感が漂い始め、急激な円高による輸出企業の採算悪化や、諸物価の

値上げや家計所得の伸び悩みによる個人消費の鈍化など、景気の減速感が強まってきました。

　当社グループの属する情報通信業界におきましては、オンラインゲームを支える情報通信のインフラである、イン

ターネット及びブロードバンド環境は年々向上し、高速大容量インターネットのインフラの普及拡大により、利用

人口及び世帯普及率ともに着実な伸びを示しております。総務省の発表では、平成19年12月末における国内のブ

ロードバンド契約数は2,830万件となり、世帯普及率は全世帯数の半数を超えております。また、国内のブロードバン

ド利用者はすでに6,000万人を超えており、今後とも更なる拡大が予測されております。

　このような、情報通信のインフラ環境に支えられ、当社の主力事業であるオンラインゲーム業界の市場規模は順調

な拡大傾向にあります。有力なリサーチ会社の調査によれば、国内の市場規模は平成20年で2,200億円と推定され、平

成24年には4,600億円まで拡大すると予測されております。

　一方、モバイルコンテンツ市場に関しては、携帯電話の契約回線数が１億回線を超え、第３世代携帯電話の加入者

の拡大が進み、平成19年12月末において携帯電話契約回線数に対する第３世代携帯電話の契約回線数は80％を超え

ております。端末機種の高速化、大容量化の技術革新がゲームコンテンツにおいて、より高度化したサービスを提供

できる環境が整備されてきました。

　このような状況の中、当社グループは、インターネットを使った『新しいエンタテインメントの創造』を経営理念

として、オンラインゲーム並びにモバイルコンテンツを事業の２本柱と位置づけ、エンタテインメントにおけるデ

ジタルコンテンツ市場でのシェア獲得並びに市場の裾野を広げることに注力してまいりました。

　当中間連結会計期間において、当社の関係会社であるソネットエンタテインメント株式会社が当社普通株式に対

して公開買付を行い、平成20年４月21日に当社普通株式67,502株を取得した結果、その持株数は90,702株（総株主の

議決権の数に対する所有割合は97.85％）となり、当社の親会社となりました。その後更に、完全子会社化に向けた手

続きを行っております。（平成20年９月16日に全ての手続きを終了し、当社はソネットエンタテインメント株式会

社の完全子会社となりました。）

　また、当該期間において、新たに取組みました主な事項は、以下のとおりであります。

　●株式会社アエリアIPM（現株式会社IPM）の買収による子会社化（２月）

　●『モンスターファーム　オンライン』の正式課金サービス開始（３月）

　●『※RPGならココ』にて、「ルナルクロス～蒼月の天使～」の正式課金サービス開始（４月）

　●株式会社GPコアエッジを当社の完全子会社として設立し、営業譲渡を受けた『アルテイルネット』の正式課金

　　サービス開始（５月）

　これらの結果、当中間連結会計期間の連結売上高は2,294百万円（前年同期比38.3％増）、連結営業利益380百万円

（前年同期比13.5％増）、連結経常利益392百万円（前年同期比19.5％）、連結中間純利益226百万円（前年同期比

18.1％増）となりました。

　事業部門別の概況

〔オンラインゲーム事業〕

当中間連結会計期間（平成20年１月１日～平成20年６月30日）では、前期に引き続きカジュアルオンラインゴル

フゲーム『スカッとゴルフ パンヤ』、MMORPG（注）『君主 online』、スタイリッシュアクションMMORPG

『CABAL ONLINE』、アクションストラテジーMMORPG『ファンタジーアース ゼロ』、ファンタジーアクション

MMORPG『トキメキファンタジー ラテール』、『オンラインカート ステアDASH』のサービスを展開し、また新

たに、オンライン本格育成コミュニティMMORPG『モンスターファーム オンライン』及びオンラインカードゲー

ム『アルテイルネット』の正式課金サービスを開始しました。

現在、正式課金サービス８タイトル、オープンベータテストサービス１タイトルの合計９タイトルのオンライン

運営サービスを提供し、新アイテムの提供等、企画、開発及び運営サービスの量的・質的の両面に亘り向上を努めて

まいりました。

また、現在準備中のタイトルは『疾走、ヤンキー魂。』、『APPLESEED ONLINE CARD TACTICS』と新たに取得し

た『オンラインプロ野球 魔球魔球』の３タイトルとなりました。

以上の結果、当中間連結会計期間のオンラインゲーム事業での売上高は2,235百万円（前年同期比39.1％増）とな

りました。
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②モバイルコンテンツ事業

当中間連結会計期間（平成20年１月１日～平成20年６月30日）では、月額型課金タイトルである『※ココシリー

ズ』にて、新規にモバイルRPG「ルナルクロス～蒼月の天使～」の正式課金サービス開始など内容を充実させるこ

とに努めてまいりました。

以上の結果、当中間連結会計期間のモバイルコンテンツ事業での売上高は59百万円（前年同期比15.2％増）とな

りました。

（注）「MMORPG」は多人数同時参加型オンラインロールプレイングゲームの略称であります。

(2）キャッシュ・フロー

　当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の期末残高は1,630百万円となり、前

中間連結会計期間末と比べて、572百万円減少しております。

　当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当中間連結会計期間において営業活動による資金の増加は355百万円となりました。主な内訳としては、税金等調

整前中間純利益は383百万円であり、長期前払費用償却及び減価償却で合計262百万円による資金の増加がありまし

たが、法人税等の支払いによる322百万円の資金の減少がありました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当中間連結会計期間において投資活動による資金の減少は976百万円となりました。主な要因は新規オンライン

ゲームタイトルに係るライセンス料及び最低保証料の支払いで合計687百万円の支出となっております。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当中間連結会計期間において財務活動による資金の減少は0.5百万円となりました。これは、リース債務の返済によ

るものであります。

２【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　該当事項はありません。

(2）受注状況

　該当事項はありません。

(3）販売実績

　当中間連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメント情報を記載していないため、事業の部門別に示すと、次

のとおりであります。

事業部門別
当中間連結会計期間

（自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日）

前年同期比（％）

オンラインゲーム事業部門（千円） 2,235,147 39.1

モバイルコンテンツ事業部門（千円） 59,043 15.2

合計（千円） 2,294,190 38.3

　（注）１．当中間連結会計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次の通り

であります。

相手先

前中間連結会計期間
（自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日）

当中間連結会計期間
（自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

株式会社ウェブマネー 699,351 42.2 1,085,025 47.3

GMOペイメントゲート

ウェイ株式会社
384,285 23.2 437,567 19.1

NHN Japan株式会社 201,086 12.1 282,409 12.3

２．本表の金額には、消費税等は含まれておりません。
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３【対処すべき課題】

　当中間連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について、重要な変更はありません。

４【経営上の重要な契約等】

　当中間連結会計期間において、新たに締結した重要な契約は次のとおりであります。

　技術援助を受けている契約

ゲームライセンス契約

相手方の名称 契約の名称 契約内容 契約期間

　CJ Internet Corp.,

　Anipark Inc.　

INTERNET GAME DICTRIBUTI

ON AND SERVICING AGREEME

NT

オンラインゲーム『オンラインプロ野
球　魔球魔球』の日本での独占配信ライ
センス契約

商用サービス開始より２年

間、以降１年間自動更新

５【研究開発活動】

　当中間連結会計期間における当社グループの研究開発費は、48百万円であり研究開発活動の状況につきましては、オ

ンラインゲーム『GPS』及び『ウィザードリィ』のオンラインゲーム化等の共同開発に取り組んでまいりました。
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第３【設備の状況】

１【主要な設備の状況】

　当中間連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

２【設備の新設、除却等の計画】

　当中間連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要な変更はあり

ません。

　また、当中間連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設計画は次のとおりであります。

会社名 所在地 事業部門 設備の内容

投資予定額

資金調達方法 着手年月 完了予定年月
総額
（千円）

既支払額
（千円）

本社
東京都

港区　

オンライン

ゲーム事業

部門

オンライン

ゲーム制作投

資　（ライセ

ンス等）

101,150 30,345 自己資金　 平成20年４月　 平成20年９月　

　（注）　上記金額には、消費税等は含んでおりません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 295,000

A種種類株式 1,000

計 296,000

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末現在発行
数（株）
（平成20年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年９月29日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 92,695 －
札幌証券取引所アンビ

シャス
（注）1、2、3

A種種類株式 － 14 － （注）3

計 92,695 14 － －

　（注）1．当社株式は、札幌証券取引所の株券上場廃止基準第２条第１項第18号（全部取得）に該当するため、平成20年

７月20日付けで、札幌証券取引所において上場を廃止しております。

2．平成20年６月19日開催の臨時株主総会において定款の一部変更が行われ、当社の発行する普通株式は全部取

得条項が付されております。

3．当社の発行する普通株式は、株主総会の決議によってその全部を取得できる旨を定めた全部取得条項付株式

であります。当該取得を行う場合には、普通株式の取得と引換えに、新たに発行するA種種類株式を普通株式１

株に付き0.000153株の割合をもって交付する旨定めております。

（２）【新株予約権等の状況】

会社法に基づき発行した新株予約権付社債は、次のとおりであります。

平成18年９月15日取締役会決議

　 中間会計期間末現在
（平成20年６月30日）

提出日の前月末現在
（平成20年８月31日）

新株予約権付社債の残高（千円） 1,100,000 1,100,000

新株予約権の数（個） 11 11

新株予約権のうち自己新株予約権の数 － －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式 同左

新株予約権の目的となる株式の数（株） 7,348 7,348

新株予約権の行使時の払込金額（円） 149,500 同左

新株予約権の行使期間
平成18年10月４日より
平成22年10月１日まで

同左

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発
行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　　 　149,500
資本組入額 　　　 74,750

同左

新株予約権行使の条件
各本新株予約権の一部行使
はできないものとする。

同左

新株予約権の譲渡に関する事項

本新株予約権付社債は会社法
第254条第２項本文及び第３
項本文の定めにより本社債又
は本新株予約権の一方のみを
譲渡することはできない。

同左
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　 中間会計期間末現在
（平成20年６月30日）

提出日の前月末現在
（平成20年８月31日）

代用払込みに関する事項

新株予約権を行使しようとす
る者の請求があるときは、そ
の新株予約権が付された社債
の全額の償還に代えて新株予
約権の行使に際して払込が
あったものとする。また新株
予約権が行使されたときは、
当該請求があったものとみな
す。

同左

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 － －

 （注）１．本新株予約権付社債の残高を発行価格で除して得られる最大整数で表示しております。

 ２．本新株予約権の行使により交付する当社普通株式の数を算定するにあたり用いられる１株当たりの額（以下

「転換価額」という。）は、当初149,500円とする。

 ３．転換価額の調整

当社は、本新株予約権付社債の発行後、時価を下回る払込金額をもっての当社普通株式の交付、株式分割又は無

償割当てによる当社普通株式の発行等の事由により当社発行済普通株式数に変更を生じる場合又は変更を生

ずる可能性がある場合は、次に定める算式（以下「転換価額調整式」という。）をもって転換価額を調整する。

　
既発行株式数＋

交付株式数×１株当たり払込金額

調整後転換価額＝調整前転換価額×
時価

既発行株式数＋交付株式数

 ４．本新株予約権の行使により当社普通株式を発行する場合の増加する資本金の額は、会社計算規則第40条に従い

算出される資本金等増加限度額に0.5を乗じた額とする。（計算の結果、１円未満の端数が生ずる場合は、その

端数を切り上げるものとする。）
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（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の状況】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年１月１日～

平成20年６月30日
－ 92,695 － 835,935 － 856,406

（注）平成６月19日の臨時株主総会及び種類株主総会において種類株式発行及び全部取得条項にかかる定款の一部変更

並びに全部取得条項付株式の取得（効力発生日は平成20年７月29日）が承認可決されたことにより、普通株式

92,695株はA種種類株式14株に交換され、自己株式となった92,695株は平成20年８月31日に全株消却されました。こ

れに伴い提出日現在の普通株式の発行済総数は０株、A種種類株式の発行済総数は14株となりました。

（５）【大株主の状況】

　 平成20年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

ソネットエンタテインメント

株式会社
東京都品川区大崎２丁目１－１ 90,702 97.85

大阪証券金融株式会社 大阪府大阪市中央区北浜２丁目４－６ 350 0.38

山田　直邦 東京都世田谷区 153 0.17

岩田　好司 兵庫県姫路市 56 0.06

有限会社スダックス 東京都江東区三好４丁目８－１６ 40 0.04

株式会社IMJモバイル 東京都品川区西五反田２丁目２８－５ 40 0.04

トモエモーター株式会社 愛知県清須市朝日貝塚７２ 37 0.04

大關　健 兵庫県西宮市 26 0.03

角田　仁也 宮城県大崎市 24 0.03

渋沢　祥孝 埼玉県越谷市 15 0.02

計 ― 91,443 98.66

　（注）１．前事業年度末現在主要株主であった株式会社アエリアは、当中間期末では主要株主ではなくなりました。

　　　　２．上記のほか、証券保管振替機構名義の株式が249株あります。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成20年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 　92,695 92,695 －

端株 － － －

発行済株式総数 92,695 － －

総株主の議決権 － 92,695 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が249株含まれております。また、「議決

権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数249個が含まれております。

②【自己株式等】

　 平成20年６月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

－ － － － － －

計 － － － － －

２【株価の推移】

【当該中間会計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成20年１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

最高（円） 85,000 78,000 110,000 110,000 109,000 109,000

最低（円） 60,500 64,500 109,000 105,000 107,000 107,000

　（注）　最高・最低株価は、札幌証券取引所アンビシャスにおけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．中間連結財務諸表及び中間財務諸表の作成方法について

(1）当社の中間連結財務諸表は、「中間連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成11年大蔵省令第

24号。以下「中間連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前中間連結会計期間（平成19年１月１日から平成19年６月30日まで）は、改正前の中間連結財務諸表規則に

基づき、当中間連結会計期間（平成20年１月１日から平成20年６月30日まで）は、改正後の中間連結財務諸表規則

に基づいて作成しております。

　なお、当中間連結会計期間（平成20年１月１日から平成20年６月30日まで）については、「企業内容等の開示に関

する内閣府令等の一部を改正する内閣府令」（平成19年８月15日内閣府令第65号）附則第12条第２項ただし書き

により、改正後の中間連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

(2）当社の中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和52年大蔵省令第38号。

以下「中間財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前中間会計期間（平成19年１月１日から平成19年６月30日まで）は、改正前の中間財務諸表等規則に基づ

き、当中間会計期間（平成20年１月１日から平成20年６月30日まで）は、改正後の中間財務諸表等規則に基づいて

作成しております。

　なお、当中間会計期間（平成20年１月１日から平成20年６月30日まで）については、「企業内容等の開示に関する

内閣府令等の一部を改正する内閣府令」（平成19年８月15日内閣府令第65号）附則第11条第２項ただし書きによ

り、改正後の中間財務諸表等規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、証券取引法第193条の２の規定に基づき、前中間連結会計期間（平成19年１月１日から平成19年６月30日ま

で）の中間連結財務諸表及び前中間会計期間（平成19年１月１日から平成19年６月30日まで）の中間財務諸表につ

いては新日本監査法人により監査を受け、また、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当中間連結会計

期間（平成20年１月１日から平成20年６月30日まで）の中間連結財務諸表及び当中間会計期間（平成20年１月１日

から平成20年６月30日まで）の中間財務諸表については新日本有限責任監査法人による中間監査を受けております。

　なお、新日本有限責任監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成20年７月１日をもって新日本監査法人から名

称変更しております。
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１【中間連結財務諸表等】

（１）【中間連結財務諸表】

①【中間連結貸借対照表】

　 　
前中間連結会計期間末
（平成19年６月30日）

当中間連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度の
要約連結貸借対照表
（平成19年12月31日）

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

（資産の部） 　          

Ⅰ　流動資産 　          

１．現金及び預金 　  2,203,189   1,605,848   2,246,693  

２．売掛金 　  491,574   745,261   736,484  

３．有価証券 　  －   24,535   3,282  

４．たな卸資産 　  －   20,497   20,435  

５．その他 　  50,618   109,034   87,053  

流動資産合計 　  2,745,382 66.1  2,505,177 52.4  3,093,949 64.5

Ⅱ　固定資産 　          

１．有形固定資産 ※１  102,843   170,312   152,652  

２．無形固定資産 　          

(1）ソフトウェア 　 562,107   881,508   414,737   

(2）ソフトウェア仮
勘定

　 275,945 838,052  429,566 1,311,075  398,098 812,835  

３．投資その他の資産 　          

(1）投資有価証券 　 124,136   509,276   507,564   

(2）長期前払費用 　 259,552   75,651   60,725   

(3）その他 　 82,059 465,748  213,927 798,856  167,413 735,703  

固定資産合計 　  1,406,644 33.9  2,280,243 47.6  1,701,191 35.5

資産合計 　  4,152,026 100.0  4,785,421 100.0  4,795,141 100.0
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前中間連結会計期間末
（平成19年６月30日）

当中間連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度の
要約連結貸借対照表
（平成19年12月31日）

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

（負債の部） 　          

Ⅰ　流動負債 　          

１．買掛金 　  102,649   316,351   210,979  

２．リース債務 　  －   1,957   －  

３．未払法人税等 　  181,035   209,658   324,070  

４．その他 　  270,696   157,330   389,749  

流動負債合計 　  554,381 13.4  685,298 14.3  924,798 19.3

Ⅱ　固定負債 　          

１．社債 　  1,100,000   1,100,000   1,100,000  

２．長期未払金 　  6,604   4,462   5,533  

３．リース債務 　  －   5,265   －  

固定負債合計 　  1,106,604 26.6  1,109,727 23.2  1,105,533 23.0

負債合計 　  1,660,986 40.0  1,795,026 37.5  2,030,332 42.3

（純資産の部） 　          

Ⅰ　株主資本 　          

１．資本金 　  835,935 20.1  835,935 17.5  835,935 17.4

２．資本剰余金 　  856,406 20.6  856,406 17.9  856,406 17.9

３．利益剰余金 　  798,698 19.3  1,299,090 27.1  1,072,356 22.4

株主資本合計 　  2,491,040 60.0  2,991,432 62.5  2,764,698 57.7

Ⅱ　評価・換算差額等 　          

１．その他有価証券評
価差額金

　  － －  △1,037 △0.0  110 0.0

評価・換算差額等合計 　  － －  △1,037 △0.0  110 0.0

純資産合計 　  2,491,040 60.0  2,990,394 62.5  2,764,809 57.7

負債純資産合計 　  4,152,026 100.0  4,785,421 100.0  4,795,141 100.0
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②【中間連結損益計算書】

　 　
前中間連結会計期間

（自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日）

当中間連結会計期間
（自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日）

前連結会計年度の
要約連結損益計算書

（自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日）

区分
注記
番号

金額（千円）
百分比
（％）

金額（千円）
百分比
（％）

金額（千円）
百分比
（％）

Ⅰ　売上高 　  1,658,305 100.0  2,294,190 100.0  3,745,802 100.0

Ⅱ　売上原価 　  922,675 55.6  1,300,251 56.7  2,051,439 54.8

売上総利益 　  735,629 44.4  993,938 43.3  1,694,362 45.2

Ⅲ　販売費及び一般管理
費

※１  400,475 24.2  613,643 26.7  883,913 23.6

営業利益 　  335,153 20.2  380,295 16.6  810,448 21.6

Ⅳ　営業外収益 　          

１．受取利息 　 1,324   7,026   4,622   

２．受取配当金 　 －   528   593   

３．為替差益 　 －   2,454   －   

４．その他 　 1,419 2,743 0.2 2,070 12,079 0.5 2,716 7,933 0.2

Ⅴ　営業外費用 　          

１．支払利息 　 －   73   481   

２．無形固定資産除却
損

　 9,175   －   9,175   

３．投資事業組合損失 　 －   －   6,187   

４．為替差損 　 －   －   1,467   

５．その他 　 340 9,515 0.6 4 77 0.0 340 17,651 0.4

経常利益 　  328,381 19.8  392,296 17.1  800,731 21.4

Ⅵ　特別損失 　          

１．固定資産除却損 ※２　 －   －   195   

２．事務所移転費用 　 －   －   3,795   

３．のれん評価損 　 － － － 8,515 8,515 0.4 － 3,991 0.1

税金等調整前中間
（当期）純利益

　  328,381 19.8  383,781 16.7  796,739 21.3

法人税、住民税及び
事業税

　 176,957   203,261   418,234   

法人税等調整額 　 △40,546 136,411 8.2 △46,214 157,047 6.8 △87,123 331,111 8.8

中間（当期）純利益 　  191,969 11.6  226,733 9.9  465,628 12.5
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③【中間連結株主資本等変動計算書】

前中間連結会計期間（自　平成19年１月１日　至　平成19年６月30日）

　
株主資本

新株予約権 純資産合計
資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計

平成18年12月31日残高（千円） 742,914 763,392 606,912 2,113,218 7,667 2,120,886

中間連結会計期間中の変動額       

新株の発行 93,021 93,014  186,036  186,036

連結子会社増加に伴う減少   △184 △184  △184

中間純利益   191,969 191,969  191,969

株主資本以外の項目の中間連結会計
期間中の変動額（純額）

    △7,667 △7,667

中間連結会計期間中の変動額合計
（千円）

93,021 93,014 191,785 377,821 △7,667 370,154

平成19年６月30日残高（千円） 835,935 856,406 798,698 2,491,040 － 2,491,040

当中間連結会計期間（自　平成20年１月１日　至　平成20年６月30日）

　

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計

その他有価証券

評価差額金

平成19年12月31日残高（千円） 835,935 856,406 1,072,356 2,764,698 110 2,764,809

中間連結会計期間中の変動額       

中間純利益   226,733 226,733  226,733

株主資本以外の項目の中間連結会計
期間中の変動額（純額）

    △1,147 △1,147

中間連結会計期間中の変動額合計
（千円）

－ － 226,733 226,733 △1,147 225,585

平成20年６月30日残高（千円） 835,935 856,406 1,299,090 2,991,432 △1,037 2,990,394

前連結会計年度の連結株主資本等変動計算書（自　平成19年１月１日　至　平成19年12月31日）

　
株主資本 評価・換算差額等

新株予約権 純資産合計
資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計

その他有価証券
評価差額金

平成18年12月31日残高（千円） 742,914 763,392 606,912 2,113,218 － 7,667 2,120,886

連結会計年度中の変動額        

新株の発行 93,021 93,014  186,036   186,036

連結子会社増加に伴う減少   △184 △184   △184

当期純利益   465,628 465,628   465,628

株主資本以外の項目の連結会
計年度中の変動額（純額）

    110 △7,667 △7,557

連結会計年度中の変動額合計
（千円）

93,021 93,014 465,443 651,480 110 △7,667 643,922

平成19年12月31日残高（千円） 835,935 856,406 1,072,356 2,764,698 110 － 2,764,809
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④【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

　 　
前中間連結会計期間

（自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日）

当中間連結会計期間
（自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日）

前連結会計年度の要約連
結キャッシュ・フロー計
算書
（自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日）

区分
注記
番号

金額（千円） 金額（千円） 金額（千円）

Ⅰ　営業活動によるキャッ
シュ・フロー

　    

税金等調整前中間
（当期）純利益

　 328,381 383,781 796,739

減価償却費 　 170,281 233,904 362,034

長期前払費用償却 　 368,486 33,598 741,348

のれん償却額 　 － 293 －

受取利息及び受取配
当金

　 △1,324 △7,554 △5,216

支払利息 　 － 73 481

為替差損益 　 － △2,454 1,325

有形固定資産除却損 　 － － 195

無形固定資産除却損 　 9,175 － 9,175

のれん評価損 　 － 8,515 －

投資有価証券売却益 　 － － △1,329

投資事業組合損益 　 － △690 6,187

売上債権の増加額 　 △7,260 △8,777 △252,170

たな卸資産の増加額 　 － △61 △20,435

仕入債務の増加額 　 41,366 105,372 149,695

その他の増減額 　 21,829 △79,996 21,032

小計 　 930,936 666,004 1,809,064

利息及び配当金の受
取額

　 1,324 12,230 4,504

利息の支払額 　 － △73 △481

法人税等の支払額 　 △110,871 △322,959 △214,820

営業活動によるキャッ
シュ・フロー

　 821,388 355,201 1,598,267
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前中間連結会計期間

（自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日）

当中間連結会計期間
（自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日）

前連結会計年度の要約連
結キャッシュ・フロー計
算書
（自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日）

区分
注記
番号

金額（千円） 金額（千円） 金額（千円）

Ⅱ　投資活動によるキャッ
シュ・フロー

　    

投資有価証券の取得
による支出

　 △101,136 △20,143 △491,065

投資有価証券の売却
による収入

　 － 12,113 1,829

子会社株式の取得に
よる収入

　 － 760 －

有形固定資産の取得
による支出

　 △27,463 △32,269 △121,503

無形固定資産の取得
による支出

　 △152,365 △617,668 △223,993

長期前払費用の増加
による支出

　 △411,607 △69,524 △586,607

貸付による支出 　 － △250,000 －

投資活動によるキャッ
シュ・フロー

　 △692,573 △976,732 △1,421,339

Ⅲ　財務活動によるキャッ
シュ・フロー

　    

リース債務の返済に
よる支出

　 － △515 －

株式の発行による収
入

　 178,368 － 178,368

財務活動によるキャッ
シュ・フロー

　 178,368 △515 178,368

Ⅳ　現金及び現金同等物に
係る換算差額

　 － 2,454 △1,325

Ⅴ　現金及び現金同等物の
増加額

　 307,184 △619,591 353,970

Ⅵ　現金及び現金同等物の
期首残高

　 1,886,189 2,249,976 1,886,189

Ⅶ　新規連結子会社の現金
及び現金同等物の期首
残高

　 9,815 － 9,815

Ⅷ　現金及び現金同等物の
中間期末（期末）残高

※１ 2,203,189 1,630,384 2,249,976
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中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項

項目
前中間連結会計期間

（自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日）

当中間連結会計期間
（自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日）

前連結会計年度
（自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日）

１．連結の範囲に関する事項 (1）連結子会社の数　２社

連結子会社の名称

㈱GPパートナーズ

GPパートナーズPlus１投資

事業有限責任組合

㈱GPパートナーズについて

は、重要性が増加したことによ

り、GPパートナーズPlus１投資

事業有限責任組合については、

当中間連結会計期間において

新たに設立したことにより当

中間連結会計期間より連結の

範囲に含めることといたしま

した。

(1）連結子会社の数　４社

連結子会社の名称

㈱GPパートナーズ

GPパートナーズPlus１投資

事業有限責任組合

㈱IPM

㈱GPコアエッジ

㈱IPMについては、当中間連結

会計期間において新たに取得

したことにより、㈱GPコア

エッジについては、当中間連結

会計期間において新たに設立

したことにより当中間連結会

計期間より連結の範囲に含め

ることといたしました。

(1）連結子会社の数　２社

連結子会社の名称

㈱GPパートナーズ

GPパートナーズPlus１投資

事業有限責任組合

㈱GPパートナーズについて

は、重要性が増加したことによ

り、GPパートナーズPlus１投資

事業有限責任組合については、

当連結会計年度において新た

に設立したことにより当連結

会計年度より連結の範囲に含

めることといたしました。

 (2）主要な非連結子会社の名称等

該当事項はありません。

(2）主要な非連結子会社の名称等

該当事項はありません。

(2）主要な非連結子会社の名称等

該当事項はありません。

２．持分法の適用に関する事

項

　該当事項はありません。 　該当事項はありません。 　該当事項はありません。

３．連結子会社の中間決算日

（決算日）等に関する事

項

　すべての連結子会社の中間決算日

は、中間連結決算日と一致しており

ます。

　連結子会社のうち㈱GPコアエッ

ジの中間決算日は９月30日であり

ます。

　中間連結財務諸表の作成に当たっ

ては、中間連結決算日現在で実施し

た仮決算に基づく中間財務諸表を

使用しております。

　すべての連結子会社の決算日は、

連結決算日と一致しております。

４．会計処理基準に関する事

項

(1）重要な資産の評価基準及び評

価方法

①　有価証券

その他有価証券

―――――――

 

 

 

 

 

時価のないもの

　移動平均法による原価法を

採用しております。

―――――――

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ―――――――

 

 

 

(1）重要な資産の評価基準及び評

価方法

①　有価証券

その他有価証券

時価のあるもの

　中間連結決算日の市場価格

等に基づく時価法（評価差

額は、全部純資産直入法によ

り処理し、売却原価は、移動

平均法により算定）を採用

しております。

時価のないもの

　移動平均法による原価法を

採用しております。

　なお、投資事業有限責任組

合及びそれに類する組合へ

の出資（金融商品取引法第

２条第２項により有価証券

とみなされるもの）につい

ては、組合契約に規定される

決算報告日に応じて入手可

能な最近の決算書を基礎と

し、持分相当額を純額で取り

込む方法によっております。

②　たな卸資産

仕掛品

　個別法による原価法を採用

しております。

　(1）重要な資産の評価基準及び評

価方法

　①　有価証券

その他有価証券

時価のあるもの

　連結決算日の市場価格等に

基づく時価法（評価差額は、

全部純資産直入法により処

理し、売却原価は、移動平均

法により算定）を採用して

おります。 

時価のないもの

同左

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②　たな卸資産

仕掛品

同左

 

 

EDINET提出書類

株式会社ゲームポット(E05541)

半期報告書

20/52



項目
前中間連結会計期間

（自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日）

当中間連結会計期間
（自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日）

前連結会計年度
（自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日）

 (2）重要な減価償却資産の減価償

却の方法

①　有形固定資産

建物（建物附属設備を除

く）

平成19年３月31日以前に

取得したもの

旧定額法

(2）重要な減価償却資産の減価償

却の方法

①　有形固定資産（リース資産を

除く）

建物（建物附属設備を除

く）

同左

　(2）重要な減価償却資産の減価償

却の方法

①　有形固定資産

　建物（建物附属設備を除

く）

同左

 平成19年４月１日以降に

取得したもの

定額法

  

 建物（建物附属設備を除

く）以外

平成19年３月31日以前に

取得したもの

旧定率法

建物（建物附属設備を除

く）以外

同左 

建物（建物附属設備を除

く）以外

同左 

 平成19年４月１日以降に

取得したもの

定率法

  

 ②　無形固定資産

　会社所定の合理的耐用年数

に基づく定額法によってお

ります。但し、サービス提供

目的のソフトウェアについ

ては、見込収益獲得可能期間

に基づく定額法によってお

ります。

③　　―――――――

②　無形固定資産（リース資産を

除く）

同左

 

 

 

 

 

③　リース資産

所有権移転外ファイナンス

・リース取引にかかるリー

ス資産

　リース期間を耐用年数と

し、残存価額を零とする定額

法を採用しております。

②　無形固定資産

同左

 

 

 

 

 

 

③　　―――――――

 (3）重要な引当金の計上基準

①　貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に

備えるため、一般債権につい

ては、貸倒実績率により、貸

倒懸念債権等特定の債権に

ついては個別に回収可能性

を勘案し、回収不能見込額を

計上しております。

(3）重要な引当金の計上基準

①　貸倒引当金

同左

(3）重要な引当金の計上基準

①　貸倒引当金

同左

 (4）重要なリース取引の処理方法

　リース物件の所有権が借主に

移転すると認められるもの以

外のファイナンス・リース取

引については、通常の賃貸借取

引に係る方法に準じた会計処

理によっております。

(4）  ―――――――――

　

(4）重要なリース取引の処理方法

　リース物件の所有権が借主に

移転すると認められるもの以

外のファイナンス・リース取

引については、通常の賃貸借取

引に係る方法に準じた会計処

理によっております。

 (5）その他中間連結財務諸表作成

のための基本となる重要な事

項

①　消費税等の会計処理

　税抜方式によっておりま

す。

(5）その他中間連結財務諸表作成

のための基本となる重要な事

項

①　消費税等の会計処理

同左

(5）その他連結財務諸表作成のた

めの基本となる重要な事項

 

①　消費税等の会計処理

同左

５．中間連結キャッシュ・フ

ロー計算書（連結キャッ

シュ・フロー計算書）に

おける資金の範囲

　手許現金、随時引き出し可能な預

金及び容易に換金可能であり、か

つ、価値の変動について僅少なリス

クしか負わない取得日から３ヶ月

以内に償還期限の到来する短期投

資からなっております。

同左 同左
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中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更

前中間会計期間
（自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日）

当中間会計期間
（自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日）

前事業年度
（自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日）

――――――――――― 　（リース取引に関する会計基準）

　「リース取引に関する会計基準」（企業会

計基準第13号（平成５年６月17日（企業会計

審議会第一部会）、平成19年３月30日改

正））及び「リース取引に関する会計基準の

適用指針」（企業会計基準適用指針第16号

（平成６年１月18日（日本公認会計士協会　

会計制度委員会）、平成19年３月30日改

正））が平成19年４月１日以後開始する連結

会計年度から適用することができることに

なったことに伴い、当中間連結会計期間より、

同会計基準及び同適用指針を適用しておりま

す。

　これにより、損益に与える影響は軽微であり

ます。

―――――――――――
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注記事項

（中間連結貸借対照表関係）

前中間連結会計期間末
（平成19年６月30日）

当中間連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末
（平成19年12月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額

39,101千円

※１　有形固定資産の減価償却累計額

101,284千円

※１　有形固定資産の減価償却累計額

69,868千円

（中間連結損益計算書関係）

前中間連結会計期間
（自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日）

当中間連結会計期間
（自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日）

前連結会計年度
（自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費

目及び金額は次のとおりであります。

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費

目及び金額は次のとおりであります。

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費

目及び金額は次のとおりであります。

支払手数料 156,352千円

広告宣伝費 68,590

支払手数料 199,728千円

広告宣伝費 83,328

支払手数料 334,339千円

広告宣伝費 152,849

――――――――― ――――――――― ※２　固定資産除却損の内訳

  建物 195千円

（中間連結株主資本等変動計算書関係）

前中間連結会計期間（自　平成19年１月１日　至　平成19年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

　
前連結会計年度末株式数

（株）
当中間連結会計期間増
加株式数（株）

当中間連結会計期間減
少株式数（株）

当中間連結会計期間末
株式数（株）

発行済株式     

普通株式（注） 86,400 6,295 － 92,695

合計 86,400 6,295 － 92,695

自己株式     

普通株式 － － － －

合計 － － － －

　（注）　普通株式の増加6,295株は、新株予約権の権利行使による新株の発行によるものであります。

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

区分 新株予約権の内訳
新株予約権の
目的となる株
式の種類

新株予約権の目的となる株式の数（株）
当中間連結会計
期間末残高
（千円）

前連結会計年度
末

当中間連結会計
期間増加

当中間連結会計
期間減少

当中間連結会計
期間末

提出会社

平成17年新株予約

権（注）
普通株式 6,295 － 6,295 － －

ストック・オプ

ションとしての新

株予約権

－ － － － － －

第１回無担保転換

社債型新株予約権

付社債

普通株式 7,348 － － 7,348 －

合計 　 13,643 － 6,295 7,348 －

　（注）　当中間連結会計期間の減少は、新株予約権の行使によるものであります。

３．配当に関する事項

　該当事項はありません。
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当中間連結会計期間（自　平成20年１月１日　至　平成20年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

　
前連結会計年度末株式数

（株）
当中間連結会計期間増
加株式数（株）

当中間連結会計期間減
少株式数（株）

当中間連結会計期間末
株式数（株）

発行済株式     

普通株式（注） 92,695 － － 92,695

合計 92,695 － － 92,695

自己株式     

普通株式 － － － －

合計 － － － －

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

区分 新株予約権の内訳
新株予約権の
目的となる株
式の種類

新株予約権の目的となる株式の数（株）
当中間連結会計
期間末残高
（千円）

前連結会計年度
末

当中間連結会計
期間増加

当中間連結会計
期間減少

当中間連結会計
期間末

提出会社

ストック・オプ

ションとしての新

株予約権

－ － － － － －

第１回無担保転換

社債型新株予約権

付社債

普通株式 7,348 － － 7,348 －

合計 　 － － － － －

３．配当に関する事項

　該当事項はありません。
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前連結会計年度（自　平成19年１月１日　至　平成19年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

　
前連結会計年度末株式数

（株）
当連結会計年度増加株
式数（株）

当連結会計年度減少株
式数（株）

当連結会計年度末株式
数（株）

発行済株式     

普通株式（注） 86,400 6,295 － 92,695

合計 86,400 6,295 － 92,695

自己株式     

普通株式 － － － －

合計 － － － －

　（注）　普通株式の増加6,295株は、新株予約権の権利行使による新株の発行によるものであります。

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

区分 新株予約権の内訳
新株予約権の
目的となる株
式の種類

新株予約権の目的となる株式の数（株）
当連結会計年度
末残高（千円）前連結会計年度

末
当連結会計年度
増加

当連結会計年度
減少

当連結会計年度
末

提出会社

平成17年新株予約

権（注）
普通株式 6,295 － 6,295 － －

ストック・オプ

ションとしての新

株予約権

－ － － － － －

第１回無担保転換

社債型新株予約権

付社債

普通株式 7,348 － － 7,348 －

合計 　 － － － － －

　（注）　当連結会計年度の減少は、新株予約権の行使によるものであります。

３．配当に関する事項

　該当事項はありません。

（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前中間連結会計期間
（自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日）

当中間連結会計期間
（自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日）

前連結会計年度
（自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日）

※１　現金及び現金同等物の中間期末残高と

中間連結貸借対照表に掲記されている

科目の金額との関係

※１　現金及び現金同等物の中間期末残高と

中間連結貸借対照表に掲記されている

科目の金額との関係

※１　現金及び現金同等物の期末残高と連結

貸借対照表に掲記されている科目の金

額との関係

（平成19年６月30日現在） （平成20年６月30日現在） （平成19年12月31日現在）

（千円）

現金及び預金勘定 2,203,189

現金及び現金同等物 2,203,189

（千円）

現金及び預金勘定

有価証券勘定

1,605,848

24,535

現金及び現金同等物 1,630,384

（千円）

現金及び預金勘定

有価証券勘定

2,246,693

3,282

現金及び現金同等物 2,249,976
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（リース取引関係）

前中間連結会計期間
（自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日）

当中間連結会計期間
（自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日）

前連結会計年度
（自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日）

１．リース物件の所有権が借主に移転すると

認められるもの以外のファイナンス・

リース取引

ファイナンス・リース取引

所有権移転外ファイナンス・リース取引

①　リース資産の内容

　有形固定資産

　主として、デジタル複合機（工具器具

備品）となります。

②　リース資産の減価償却の方法

　　中間連結財務諸表作成のための基本

となる重要な事項「４．会計処理基

準に関する事項（2）重要な減価償却

資産の減価償却の方法」に記載のと

おりであります。

１．リース物件の所有権が借主に移転すると

認められるもの以外のファイナンス・

リース取引

(1）リース物件の取得価額相当額、減価償却

累計額相当額、減損損失累計額相当額

及び中間期末残高相当額

(1）リース物件の取得価額相当額、減価償却

累計額相当額、減損損失累計額相当額

及び期末残高相当額

　
取得価
額相当
額

減価償
却累計
額相当
額

中間期
末残高
相当額

　 千円 千円 千円

工具器具備品 9,918 1,312 8,605

合計 9,918 1,312 8,605

　
取得価
額相当
額

減価償
却累計
額相当
額

期末残
高相当
額

　 千円 千円 千円

工具器具備品 9,918 2,304 7,613

合計 9,918 2,304 7,613

（注）　取得価額相当額は、未経過リース料中

間期末残高が有形固定資産の中間期

末残高等に占める割合が低いため、

支払利子込み法により算定しており

ます。

 （注）　取得価額相当額は、未経過リース料期

末残高が有形固定資産の期末残高等

に占める割合が低いため、支払利子

込み法により算定しております。

(2）未経過リース料中間期末残高相当額等  (2）未経過リース料期末残高相当額等

未経過リース料中間期末残高相当額  未経過リース料期末残高相当額

１年内 1,983千円

１年超 6,621千円

合計 8,605千円

 １年内 1,983千円

１年超 5,630千円

合計 7,613千円

（注）　未経過リース料中間期末残高相当額

は、未経過リース料中間期末残高が

有形固定資産の中間期末残高等に占

める割合が低いため、支払利子込み

法により算定しております。

 （注）　未経過リース料期末残高相当額は、未

経過リース料期末残高が有形固定資

産の期末残高等に占める割合が低い

ため、支払利子込み法により算定し

ております。

(3）支払リース料、リース資産減損勘定の取

崩額、減価償却費相当額及び減損損失

 (3）支払リース料、リース資産減損勘定の取

崩額、減価償却費相当額及び減損損失

支払リース料 767千円

減価償却費相当額 767千円

 支払リース料 1,758千円

減価償却費相当額 1,758千円

(4）減価償却費相当額の算定方法

　リース期間を耐用年数とし、残存価額

を零とする定額法によっております。

 (4）減価償却費相当額の算定方法

　リース期間を耐用年数とし、残存価額

を零とする定額法によっております。

（減損損失について）

リース資産に配分された減損損失はありま

せん。

 （減損損失について）

リース資産に配分された減損損失はありま

せん。
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（有価証券関係）

前中間連結会計期間末（平成19年６月30日）

時価評価されていない主な有価証券の内容

保有目的 内容 中間連結貸借対照表計上額（千円）

その他有価証券
非上場株式 35,113

その他 89,023

合計 124,136

当中間連結会計期間末（平成20年６月30日）

１．その他有価証券で時価のあるもの

種類
取得原価

（千円）

中間連結貸借対照表上額

（千円）
差額（千円）

　その他　 93,931 92,182 △1,749

２．時価評価されていない主な有価証券の内容

保有目的 内容 中間連結貸借対照表計上額（千円）

その他有価証券

非上場株式 313,425

MMF 24,535

その他 103,669

合計 441,630

前連結会計年度末（平成19年12月31日）

１．その他有価証券で時価のあるもの

 種類　
取得原価

（千円）

中間連結貸借対照表

上額（千円）
差額（千円）

連結貸借対照表計上額

が取得原価を超えるも

の

　その他　 99,004 99,190 185

２．当連結会計年度中に売却したその他有価証券（自　平成19年１月１日　至　平成19年12月31日）

売却額（千円） 売却益の合計額（千円） 売却損の合計額（千円）

1,829 1,329 －

３．時価評価されていない主な有価証券の内容

保有目的 内容 中間連結貸借対照表計上額（千円）

その他有価証券

非上場株式 325,538

MMF 3,282

その他 82,836

合計 411,656

（デリバティブ取引関係）

前中間連結会計期間末（平成19年６月30日）

該当事項はありません。

当中間連結会計期間末（平成20年６月30日）

該当事項はありません。

前連結会計年度末（平成19年12月31日）

該当事項はありません。
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（ストック・オプション等関係）

前中間連結会計期間（自　平成19年１月１日　至　平成19年６月30日）

１．ストック・オプションに係る当中間連結会計期間における費用計上額及び科目名

該当事項はありません。

２．当中間連結会計期間に付与したストック・オプションの内容

該当事項はありません。

当中間連結会計期間（自　平成20年１月１日　至　平成20年６月30日）

１．ストック・オプションに係る当中間連結会計期間における費用計上額及び科目名

該当事項はありません。

２．当中間連結会計期間に付与したストック・オプションの内容

該当事項はありません。

前連結会計年度（自　平成19年１月１日　至　平成19年12月31日）

１．ストック・オプションに係る当連結会計年度における費用計上額及び科目名

該当事項はありません。

２．当連結会計年度において存在したストック・オプションの内容

(1）ストック・オプションの内容

　 平成18年ストック・オプション

付与対象者の区分及び人数 従業員　37名

株式の種類別のストック・オプションの数（注） 普通株式　1,000株

付与日 平成18年４月13日

権利確定条件

付与日（平成18年４月13日）以降、権利確定日（平成20年
３月25日）まで継続して勤務していること。ただし、権利
行使時においても当社の取締役、監査役、従業員その他こ
れに準ずる地位にあること。

対象勤務期間 自平成18年４月13日　至平成20年３月25日

権利行使期間 自平成20年３月26日　至平成25年３月25日

　（注）　株式数に換算して記載しております。

(2）ストック・オプションの規模及びその変動状況

　当連結会計年度（平成19年12月期）において存在したストック・オプションを対象とし、ストック・オプ

ションの数については、株式数に換算して記載しております。

①　ストック・オプションの数

　 　 平成18年ストック・オプション

権利確定前 （株）  

前事業年度末（注） 　 975

付与 　 ―

失効 　 210

権利確定 　 ―

未確定残 　 765

権利確定後 （株）  

前事業年度末（注） 　 ―

権利確定 　 ―

権利行使 　 ―

失効 　 ―

未行使残 　 ―

（注）前期は連結財務諸表を作成していないため前事業年度としております。

EDINET提出書類

株式会社ゲームポット(E05541)

半期報告書

28/52



②　単価情報

　 　 平成18年ストック・オプション

権利行使価格 （円） 389,000

行使時平均株価 （円） ―

付与日における公正な評価単価 （円） ―

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前中間連結会計期間（自　平成19年１月１日　至　平成19年６月30日）

　オンラインゲーム事業の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の金額の

合計額に占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

当中間連結会計期間（自　平成20年１月１日　至　平成20年６月30日）

　オンラインゲーム事業の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の金額の

合計額に占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

前連結会計年度（自　平成19年１月１日　至　平成19年12月31日）

　オンラインゲーム事業の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の金額の

合計額に占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

【所在地別セグメント情報】

　前中間連結会計期間（自　平成19年１月１日　至　平成19年６月30日）、当中間連結会計期間（自　平成20年１

月１日　至　平成20年６月30日）及び前連結会計年度（自　平成19年１月１日　至　平成19年12月31日）におい

て、本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

【海外売上高】

　前中間連結会計期間（自　平成19年１月１日　至　平成19年６月30日）、当中間連結会計期間（自　平成20年１

月１日　至　平成20年６月30日）及び前連結会計年度（自　平成19年１月１日　至　平成19年12月31日）におい

て、海外売上高がないため、該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

前中間連結会計期間
（自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日）

当中間連結会計期間
（自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日）

前連結会計年度
（自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日）

１株当たり純資産額 26,873円52銭

１株当たり中間純利益金額 2,095円35銭

潜在株式調整後１株当たり

中間純利益金額
1,922円59銭

１株当たり純資産額 32,260円58銭

１株当たり中間純利益金額 2,446円02銭

潜在株式調整後１株当たり

中間純利益金額
2,266円36銭

１株当たり純資産額 29,826円95銭

１株当たり当期純利益金額 5,052円37銭

潜在株式調整後１株当たり

当期純利益金額
4,658円74銭

　（注）　１株当たり中間（当期）純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益金額の算定上の基礎は、

以下のとおりであります。

　
前中間連結会計期間

（自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日）

当中間連結会計期間
（自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日）

前連結会計年度
（自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日）

１株当たり中間（当期）純利益金額    

中間（当期）純利益（千円） 191,969 226,733 465,628

普通株主に帰属しない金額（千円） － － －

普通株式に係る中間（当期）純利益

（千円）
191,969 226,733 465,628

期中平均株式数（株） 91,617 92,695 92,160

　    

潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利

益金額
   

中間（当期）純利益調整額（千円） － － －

普通株式増加数（株） 8,233 7,348 7,787

（うち新株予約権） (8,233) （7,348） （7,787）

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後

１株当たり中間（当期）純利益金額の算定に

含めなかった潜在株式の概要

平成18年３月25日定時株主総

会決議ストック・オプション

普通株式　840株

－

平成18年３月25日定時株主総

会決議ストック・オプション

普通株式　765株
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（重要な後発事象）

前中間連結会計期間
（自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日）

当中間連結会計期間
（自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日）

前連結会計年度
（自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日）

――――――――― １．当社は、ソネットエンタテインメント株式会

社（以下「ソネット」）の完全子会社として、当

社を非上場化することにしました。 

よって当社は、平成20年６月19日開催の臨時株主

総会で、下記の内容の議案の承認を受けました。 

その結果、当社普通株式にかかる株券は、札幌証

券取引所の株券上場廃止基準第２条第１項第18

号（全部取得）に該当するため平成20年７月20

日（日）をもって上場廃止となりました。 

(1) 承認可決された議案の概要 

　① 当社定款の一部を変更し、種類株式を発行す

る旨の

　　 定めを新設。 

　② 当社普通株式に、当社が臨時株主総会の議決

によっ

　　 てその全部を取得する全部取得条項を付する

旨の定

めを新設。 

　③ 会社法第171条及び①及び②による変更後の

定款に

　　 基づき、種類株主総会の決議によって、全部取

得条

　　 項が付された当社普通株式（以下「全部取得

条項付

　　 株式」）の株主から全部取得条項付株式全て

を取得

し、当該取得と引換えに、当社普通株式１株に対

し

て当社種類株式（以下「Ａ種種類株式」）を

0.000153株の割合で交付。　　 

(2) 本定款一部変更等にかかる日程

株式提出手続の開始日

平成20年６月20日（金） 

（株券提出公告及び株主・登録株式質権者等へ

の通知） 

整理ポストへの割当て

平成20年６月20日（金） 

当社普通株式にかかる株券の売買最終日

平成20年７月18日（金）

当社普通株式にかかる株券の上場廃止

平成20年７月20日（日） 

Ａ種種類株式を交付する株主の基準日

平成20年７月28日（月） 

株券提出の期限

平成20年７月29日（火） 

当社による全部取得条項付株式取得及びＡ種種

類株式交付の効力発生

平成20年７月29日（火）

(3)自己株式の消却

自己株式となった全部取得条項付株式を会社法

第178条に基づき平成20年８月31日（日）に全株

消却しました。

(4)完全子会社化

ソネットがA種種類株式の端数の合計の１株

（１株未満は切り捨て）を平成20年９月16日

（火）に取得したことにより、当社はソネットの

完全子会社となりました。

１．株式会社アエリアIPMの株式取得

平成20年２月25日開催の取締役会において、株式

会社アエリアIPMの株式を取得し子会社化する

ことを決議し、平成20年２月29日に同社の全株式

を取得いたしました。概要は以下の通りです。

(1)株式会社アエリアIPMの概要について

①商号

株式会社アエリアIPM

②所在地

東京都港区赤坂五丁目２番２０号

③代表者

代表取締役社長　篠崎　高広

④設立年月日

2006年10月

⑤主な事業の内容

版権の取得・管理、コンテンツファンドの組成運

用

⑥発行済株式総数

普通株式20株

⑦資本の額

100万円（平成20年１月31日現在）

⑧株主構成

株式会社アエリア（100％）

(2)株式の取得の概要について

①取得の内容

普通株式20株を株式会社アエリアより取得しま

した。

②取得年月日

平成20年２月29日に20株

なお、株式の取得はすべて現金にて行い、かつ取

得に必要な現金は当社現預金によって行いまし

た。

(3)株式の取得の目的と今後の展開について

　株式会社アエリアIPMは、世界的に著名なコン

ピュータロールプレイングゲーム『

Wizardry6』、『Wizardry7』、『Wizardry8』、『

WizardryGold』の著作権等の一切の権利及び

『ウィザードリィ(Wizardry)』の全世界における

商標権などの権利を取得管理しております。同社

が持つ各種権利に、当社の持つオンラインゲーム

配信ノウハウを融合して、新規オンラインゲーム

開発を行うこと等により、長期的にも様々な事業

シナジーが見込めると考えております。
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前中間連結会計期間
（自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日）

当中間連結会計期間
（自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日）

前連結会計年度
（自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日）

 ２．当社は、平成20年７月10日開催の当社取締役

会決議に基づいて、平成20年８月12日付で下記の

とおり当社全額出資の在外子会社を設立登記い

たしました。

(1)子会社設立の目的

北米及び英語圏でのオンラインゲーム運営配信

事業の展開

(2)子会社の概要

①商号

Gamepot(USA),Inc.

②本店所在地

21250 Hawthorne Blvd., Suite 500Torrance, CA,

90503

③主な事業内容

オンラインゲームの運営・配信

④資本金の額

USD1,000,000-

⑤取得株式数

1,000,000株（100.0％）
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（２）【その他】

　該当事項はありません。
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２【中間財務諸表等】

（１）【中間財務諸表】

①【中間貸借対照表】

　 　
前中間会計期間末
（平成19年６月30日）

当中間会計期間末
（平成20年６月30日）

前事業年度の要約貸借対照表
（平成19年12月31日）

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

（資産の部） 　          

Ⅰ　流動資産 　          

１．現金及び預金 　  1,994,340   1,556,982   2,230,459  

２．売掛金 　  491,574   723,168   736,484  

３．有価証券 　  －   24,535   3,282  

４．たな卸資産 　  －   20,435   20,435  

５．その他 　  51,713   116,236   91,155  

流動資産合計 　  2,537,627 61.1  2,441,359 50.9  3,081,818 64.3

Ⅱ　固定資産 　          

１．有形固定資産 ※１  102,487   168,170   152,427  

２．無形固定資産 　          

(1）ソフトウェア 　 562,107   663,922   412,804   

(2）ソフトウェア仮
勘定

　 275,945 838,052  429,566 1,093,489  398,098 810,902  

３．投資その他の資産 　          

(1）関係会社株式 　 310,000   450,731   399,863   

(2）関係会社長期
　　貸付金

　 －   250,000   －   

(3）長期前払費用 　 259,552   75,651   60,725   

(4）その他 　 105,059   329,072   289,603   

　　貸倒引当金 　 － 674,612  △12,420 1,093,035  － 750,193  

固定資産合計 　  1,615,151 38.9  2,354,695 49.1  1,713,523 35.7

資産合計 　  4,152,779 100.0  4,796,054 100.0  4,795,341 100.0
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前中間会計期間末
（平成19年６月30日）

当中間会計期間末
（平成20年６月30日）

前事業年度の要約貸借対照表
（平成19年12月31日）

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

（負債の部） 　          

Ⅰ　流動負債 　          

１．買掛金 　  102,649   311,870   210,979  

２．リース債務 　  －   1,770   －  

３．未払法人税等 　  181,000   208,000   324,000  

４．その他 ※２  270,604   176,817   389,740  

流動負債合計 　  554,254 13.3  698,457 14.5  924,719 19.3

Ⅱ　固定負債 　          

１．社債 　  1,100,000   1,100,000   1,100,000  

２．長期未払金 　  6,604   4,462   5,533  

３．リース債務 　  －   4,424   －  

固定負債合計 　  1,106,604 26.7  1,108,887 23.1  1,105,533 23.0

負債合計 　  1,660,858 40.0  1,807,344 37.6  2,030,253 42.3

（純資産の部） 　          

Ⅰ　株主資本 　          

１．資本金 　  835,935 20.1  835,935 17.4  835,935 17.4

２．資本剰余金 　          

(1）資本準備金 　 856,406   856,406   856,406   

資本剰余金合計 　  856,406 20.6  856,406 17.9  856,406 17.9

３．利益剰余金 　          

(1）その他利益剰余
金

　          

繰越利益剰余金 　 799,578   1,297,405   1,072,635   

利益剰余金合計 　  799,578 19.3  1,297,405 27.1  1,072,635 22.4

株主資本合計 　  2,491,920 60.0  2,989,747 62.4  2,764,978 57.7

Ⅱ　評価・換算差額等 　  － －       

１．その他有価証券評
価差額金

　  － －  △1,037 △0.0  110 0.0

評価・換算差額等合
計

　  － －  △1,037 △0.0  110 0.0

純資産合計 　  2,491,920 60.0  2,988,710 62.4  2,765,088 57.7

負債純資産合計 　  4,152,779 100.0  4,796,054 100.0  4,795,341 100.0
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②【中間損益計算書】

　 　
前中間会計期間

（自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日）

当中間会計期間
（自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日）

前事業年度の要約損益計算書
（自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日）

区分
注記
番号

金額（千円）
百分比
（％）

金額（千円）
百分比
（％）

金額（千円）
百分比
（％）

Ⅰ　売上高 　  1,658,305 100.0  2,266,859 100.0  3,745,802 100.0

Ⅱ　売上原価 　  922,675 55.6  1,281,715 56.5  2,051,439 54.8

売上総利益 　  735,629 44.4  985,143 43.5  1,694,362 45.2

Ⅲ　販売費及び一般管理
費

　  399,814 24.1  602,144 26.6  879,741 23.5

営業利益 　  335,814 20.3  382,998 16.9  814,621 21.7

Ⅳ　営業外収益 ※１  2,743 0.1  13,694 0.6  7,724 0.2

Ⅴ　営業外費用 ※２  9,515 0.6  69 0.0  21,600 0.5

経常利益 　  329,041 19.8  396,624 17.5  800,745 21.4

Ⅵ　特別損失 ※３  － －  16,297 0.7  3,991 0.1

税引前中間（当期）純
利益

　  329,041 19.8  380,327 16.8  796,754 21.3

法人税、住民税及び事
業税

　 176,922   201,596   418,153   

法人税等調整額 　 △40,546 136,376 8.2 △46,039 155,557 6.9 △87,123 331,030 8.9

中間（当期）純利益 　  192,665 11.6  224,769 9.9  465,723 12.4
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③【中間株主資本等変動計算書】

前中間会計期間（自平成19年１月１日　至平成19年６月30日）
 株主資本

新株予約権 純資産合計
資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合計
資本準備金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金

平成18年12月31日残高（千円） 742,914 763,392 606,912 2,113,218 7,667 2,120,886

中間会計期間中の変動額       

新株の発行 93,021 93,014  186,036  186,036

中間純利益   192,665 192,665  192,665

株主資本以外の項目の中間会計期間
中の変動額（純額）

    △7,667 △7,667

中間会計期間中の変動額合計（千円） 93,021 93,014 192,665 378,701 △7,667 371,034

平成19年６月30日残高（千円） 835,935 856,406 799,578 2,491,920 － 2,491,920

当中間会計期間（自平成20年１月１日　至平成20年６月30日）

 

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合計
その他有価証券

評価差額金資本準備金　
その他利益剰余金

繰越利益剰余金

平成19年12月31日残高（千円） 835,935 856,406 1,072,635 2,764,978 110 2,765,088

中間会計期間中の変動額       

中間純利益   224,769 224,769  224,769

株主資本以外の項目の中間会計期間
中の変動額（純額）

    △1,147 △1,147

中間会計期間中の変動額合計
（千円）

－ － 224,769 224,769 △1,147 223,621

平成20年６月30日残高（千円） 835,935 856,406 1,297,405 2,989,747 △1,037 2,988,710

前事業年度の株主資本等変動計算書（自平成19年１月１日　至平成19年12月31日）

 

株主資本 評価・換算差額等

新株予約権 純資産合計
資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合計
その他有価証券
評価差額金

資本準備金　

その他利益剰
余金

繰越利益剰余
金

平成18年12月31日残高（千円） 742,914 763,392 606,912 2,113,218 － 7,667 2,120,886

事業年度中の変動額        

新株の発行 93,021 93,014  186,036   186,036

当期純利益   465,723 465,723   465,723

株主資本以外の項目の事業年
度中の変動額（純額）

    110 △7,667 △7,557

事業年度中の変動額合計（千
円）

93,021 93,014 465,723 651,759 110 △7,667 644,202

平成19年12月31日残高（千円） 835,935 856,406 1,072,635 2,764,978 110 － 2,765,088
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中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項

項目
前中間期会計期間

（自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日）

当中間会計期間
（自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日）

前事業年度
（自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日）

１．資産の評価基準及び評価

方法

(1）有価証券

子会社株式及び関連会社株式

　移動平均法による原価法を

採用しております。

(1）有価証券

子会社株式及び関連会社株式

同左

(1）有価証券

子会社株式及び関連会社株式

同左

 その他有価証券

――――――――

　
 
 
 
 

時価のないもの

　移動平均法による原価法を

採用しております。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

――――――――

　

その他有価証券

時価のあるもの

　中間決算日の市場価格等に

基づく時価法（評価差額は、

全部純資産直入法により処

理し、売却原価は、移動平均

法により算定）を採用して

おります。

時価のないもの

　移動平均法による原価法を

採用しております。

　なお、投資事業有限責任組

合及びそれに類する組合へ

の出資（金融商品取引法第

２条第２項により有価証券

とみなされるもの）につい

ては、組合契約に規定される

決算報告日に応じて入手可

能な最近の決算書を基礎と

し、持分相当額を純額で取り

込む方法によっております。

(2）たな卸資産

仕掛品

　個別法による原価法を採用

しております。

その他有価証券

時価のあるもの

　決算日の市場価格等に基づ

く時価法（評価差額は、全部

純資産直入法により処理し、

売却原価は、移動平均法によ

り算定）を採用しておりま

す。 

時価のないもの

同左

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2）たな卸資産

仕掛品

同左

２．固定資産の減価償却の方

法

(1）有形固定資産

建物（建物附属設備を除く）

平成19年３月31日以前に取

得したもの

旧定額法

(1）有形固定資産（リース資産を

除く）

建物（建物附属設備を除く）

同左

(1）有形固定資産

建物（建物附属設備を除く）

同左

 平成19年４月１日以降に取

得したもの

定額法

 
 

 建物（建物附属設備を除く）

以外

平成19年３月31日以前に取

得したもの

旧定率法

建物（建物附属設備を除く）

以外

同左

建物（建物附属設備を除く）

以外

同左

 平成19年４月１日以降に取

得したもの

定率法

 
 

 (2）無形固定資産

会社所定の合理的耐用年数に

基づく定額法によっておりま

す。但し、サービス提供目的の

ソフトウェアについては、見込

収益獲得可能期間に基づく定

額法によっております。

(3)　　―――――――

(2）無形固定資産（リース資産を

除く）

同左

 

 

 

 

(3)　リース資産

所有権移転外ファイナンス

・リース取引にかかるリー

ス資産

　リース期間を耐用年数と

し、残存価額を零とする定額

法を採用しております。

(2）無形固定資産

同左

 

 

 

 

 

(3)　　―――――――
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項目
前中間期会計期間

（自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日）

当中間会計期間
（自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日）

前事業年度
（自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日）

３．引当金の計上基準 (1）貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備

えるため、一般債権について

は、貸倒実績率により、貸倒懸

念債権等特定の債権について

は個別に回収可能性を勘案し、

回収不能見込額を計上してお

ります。

(1）貸倒引当金

同左

(1）貸倒引当金

同左

４．リース取引の処理方法 リース物件の所有権が借主に移転

すると認められるもの以外のファ

イナンス・リース取引については、

通常の賃貸借取引に係る方法に準

じた会計処理によっております。

――――――― リース物件の所有権が借主に移転

すると認められるもの以外のファ

イナンス・リース取引については、

通常の賃貸借取引に係る方法に準

じた会計処理によっております。

５．その他中間財務諸表（財

務諸表）作成のための基

本となる重要な事項

(1）消費税等の会計処理

税抜方式によっております。

(1）消費税等の会計処理

同左

(1）消費税等の会計処理

同左

中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更

前中間会計期間
（自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日）

当中間会計期間
（自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日）

前事業年度
（自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日）

（固定資産の減価償却の方法）

　法人税法の改正に伴い、平成19年４月１日以

降に取得したものについては、改正後の法人

税法に基づく方法に変更しております。

　これによる損益に与える影響は軽微であり

ます。

　（リース取引に関する会計基準）

　「リース取引に関する会計基準」（企業会

計基準第13号（平成５年６月17日（企業会計

審議会第一部会）、平成19年３月30日改

正））及び「リース取引に関する会計基準の

適用指針」（企業会計基準適用指針第16号

（平成６年１月18日（日本公認会計士協会　

会計制度委員会）、平成19年３月30日改

正））が平成19年４月１日以後開始する事業

年度から適用することができることになった

ことに伴い、当中間会計期間より、同会計基準

及び同適用指針を適用しております。

　これにより、損益に与える影響は軽微であり

ます。

（固定資産の減価償却の方法）

　法人税法の改正に伴い、平成19年４月１日以

降に取得したものについては、改正後の法人

税法に基づく方法に変更しております。

　これによる損益に与える影響は軽微であり

ます。
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注記事項

（中間貸借対照表関係）

前中間会計期間末
（平成19年６月30日）

当中間会計期間末
（平成20年６月30日）

前事業年度末
（平成19年12月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額

39,035千円

※１　有形固定資産の減価償却累計額

100,912千円

※１　有形固定資産の減価償却累計額

69,670千円

※２　消費税等の取扱い

　仮払消費税等及び仮受消費税等は、相殺

のうえ、金額的重要性が乏しいため、流動

負債の「その他」に含めて表示しており

ます。

※２　消費税等の取扱い

同左

―――――

（中間損益計算書関係）

前中間会計期間
（自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日）

当中間会計期間
（自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日）

前事業年度
（自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日）

※１　営業外収益のうち主要なもの ※１　営業外収益のうち主要なもの ※１　営業外収益のうち主要なもの

受取利息 1,323千円 受取利息

為替差益

雑収入

8,229千円

2,458千円

1,770千円

受取利息

有価証券売却益

雑収入

4,413千円

1,329千円

1,387千円

※２　営業外費用のうち主要なもの ※２　営業外費用のうち主要なもの ※２　営業外費用のうち主要なもの

無形固定資産除却損 9,175千円 支払利息 64千円 支払利息 481千円

投資事業組合損失 10,136千円

無形固定資産除却損 9,175千円

――――― ※３　特別損失のうち主要なもの ※３　特別損失のうち主要なもの

　 貸倒引当金繰入 12,420千円

関係会社株式評価損 3,876千円

事務所移転費用 3,795千円

４　減価償却実施額 ４　減価償却実施額 ４　減価償却実施額

有形固定資産 20,117千円

無形固定資産 150,098千円

有形固定資産 31,241千円

無形固定資産 195,833千円

有形固定資産 50,777千円

無形固定資産 310,844千円
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（中間株主資本等変動計算書関係）

前中間会計期間（自　平成19年１月１日　至　平成19年６月30日）

自己株式の種類及び株式数に関する事項

　
前事業年度末株
式数（株）

当中間会計期間増
加株式数（株）

当中間会計期間減
少株式数（株）

当中間会計期間末
株式数（株）

普通株式 － － － －

合計 － － － －

当中間会計期間（自　平成20年１月１日　至　平成20年６月30日）

自己株式の種類及び株式数に関する事項

　
前事業年度末株
式数（株）

当中間会計期間増
加株式数（株）

当中間会計期間減
少株式数（株）

当中間会計期間末
株式数（株）

普通株式 － － － －

合計 － － － －

前事業年度（自　平成19年１月１日　至　平成19年12月31日）

自己株式の種類及び株式数に関する事項

　
前事業年度末株
式数（株）

当事業年度増加株
式数（株）

当事業年度減少株
式数（株）

当事業年度末株式
数（株）

普通株式 － － － －

合計 － － － －
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（リース取引関係）

前中間会計期間
（自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日）

当中間会計期間
（自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日）

前事業年度
（自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日）

１．リース物件の所有権が借主に移転すると

認められるもの以外のファイナンス・

リース取引

ファイナンス・リース取引

所有権移転外ファイナンス・リース取引

①　リース資産の内容

　有形固定資産

　主として、デジタル複合機（工具器具

備品）となります。

②　リース資産の減価償却の方法

　　中間財務諸表作成のための基本とな

る重要な事項「２固定資産の減価償

却の方法」に記載のとおりでありま

す。

１．リース物件の所有権が借主に移転すると

認められるもの以外のファイナンス・

リース取引

(1）リース物件の取得価額相当額、減価償却

累計額相当額、減損損失累計額相当額

及び中間期末残高相当額

(1）リース物件の取得価額相当額、減価償却

累計額相当額、減損損失累計額相当額

及び期末残高相当額

　
取得価
額相当
額

減価償
却累計
額相当
額

中間期
末残高
相当額

　 千円 千円 千円

工具器具備品 9,918 1,312 8,605

合計 9,918 1,312 8,605

　
取得価
額相当
額

減価償
却累計
額相当
額

期末残
高相当
額

　 千円 千円 千円

工具器具備品 9,918 2,304 7,613

合計 9,918 2,304 7,613

（注）　取得価額相当額は、未経過リース料中

間期末残高が有形固定資産の中間期

末残高等に占める割合が低いため、

支払利子込み法により算定しており

ます。

 （注）　取得価額相当額は、未経過リース料期

末残高が有形固定資産の期末残高等

に占める割合が低いため、支払利子

込み法により算定しております。

(2）未経過リース料中間期末残高相当額等  (2）未経過リース料期末残高相当額等

未経過リース料中間期末残高相当額  未経過リース料期末残高相当額

１年内 1,983千円

１年超 6,621千円

合計 8,605千円

 １年内 1,983千円

１年超 5,630千円

合計 7,613千円

（注）　未経過リース料中間期末残高相当額

は、未経過リース料中間期末残高が

有形固定資産の中間期末残高等に占

める割合が低いため、支払利子込み

法により算定しております。

 （注）　未経過リース料期末残高相当額は、未

経過リース料期末残高が有形固定資

産の期末残高等に占める割合が低い

ため、支払利子込み法により算定し

ております。

(3）支払リース料、リース資産減損勘定の取

崩額、減価償却費相当額及び減損損失

 (3）支払リース料、リース資産減損勘定の取

崩額、減価償却費相当額及び減損損失

支払リース料 767千円

減価償却費相当額 767千円

 支払リース料 1,758千円

減価償却費相当額 1,758千円

(4）減価償却費相当額の算定方法

リース期間を耐用年数とし、残存価額

を零とする定額法によっております。

 (4）減価償却費相当額の算定方法

リース期間を耐用年数とし、残存価額

を零とする定額法によっております。

（減損損失について）

リース資産に配分された減損損失はありま

せん。

 （減損損失について）

リース資産に配分された減損損失はありま

せん。
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（有価証券関係）

前中間会計期間、当中間会計期間及び前事業年度のいずれにおいても子会社株式及び関連会社株式で時価のある

ものはありません。

（１株当たり情報）

前中間会計期間
（自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日）

当中間会計期間
（自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日）

前事業年度
（自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日）

１株当たり純資産額 26,883円01銭

１株当たり中間純利益金額 2,102円95銭

潜在株式調整後１株当たり

中間純利益金額
1,929円55銭

１株当たり純資産額 32,242円41銭

１株当たり中間純利益金額 2,424円83銭

潜在株式調整後１株当たり

中間純利益金額
2,246円73銭

１株当たり純資産額 29,829円96銭

１株当たり当期純利益金額 5,053円40銭

潜在株式調整後１株当たり

当期純利益金額
4,659円69銭

　（注）　１株当たり中間（当期）純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益金額の算定上の基礎は、

以下のとおりであります。

　
前中間会計期間

（自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日）

当中間会計期間
（自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日）

前事業年度
（自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日）

１株当たり中間（当期）純利益金額    

中間（当期）純利益（千円） 192,665 224,769 465,723

普通株主に帰属しない金額（千円） － － －

普通株式に係る中間（当期）純利益

（千円）
192,665 224,769 465,723

期中平均株式数（株） 91,617 92,695 92,160

潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利

益金額
   

中間（当期）純利益調整額（千円） － － －

普通株式増加数 8,233 7,348 7,787

（うち新株予約権） (8,233) （7,348） （7,787）

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整

後１株当たり中間（当期）純利益金額の算

定に含めなかった潜在株式の概要

平成18年３月25日定時株主総

会決議ストック・オプション

普通株式　840株

－

平成18年３月25日定時株主総

会決議ストック・オプション

普通株式　765株
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（重要な後発事象）

前中間会計期間
（自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日）

当中間会計期間
（自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日）

前事業年度
（自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日）

――――― １．当社は、ソネットエンタテインメント株式会

社（以下「ソネット」）の完全子会社として、当

社を非上場化することにしました。 

よって当社は、平成20年６月19日開催の臨時株主

総会で、下記の内容の議案の承認を受けました。 

その結果、当社普通株式にかかる株券は、札幌証

券取引所の株券上場廃止基準第２条第１項第18

号（全部取得）に該当するため平成20年７月20

日（日）をもって上場廃止となりました。 

(1) 承認可決された議案の概要 

　① 当社定款の一部を変更し、種類株式を発行す

る旨の

　　 定めを新設。 

　② 当社普通株式に、当社が臨時株主総会の議決

によっ

　　 てその全部を取得する全部取得条項を付する

旨の定

めを新設。 

　③ 会社法第171条及び①及び②による変更後の

定款に

　　 基づき、種類株主総会の決議によって、全部取

得条

　　 項が付された当社普通株式（以下「全部取得

条項付

　　 株式」）の株主から全部取得条項付株式全て

を取得

し、当該取得と引換えに、当社普通株式１株に対

し

て当社種類株式（以下「Ａ種種類株式」）を

0.000153株の割合で交付。　　 

(2) 本定款一部変更等にかかる日程

株式提出手続の開始日

平成20年６月20日（金） 

（株券提出公告及び株主・登録株式質権者等へ

の通知） 

整理ポストへの割当て

平成20年６月20日（金） 

当社普通株式にかかる株券の売買最終日

平成20年７月18日（金）

当社普通株式にかかる株券の上場廃止

平成20年７月20日（日） 

Ａ種種類株式を交付する株主の基準日

平成20年７月28日（月） 

株券提出の期限

平成20年７月29日（火） 

当社による全部取得条項付株式取得及びＡ種種

類株式交付の効力発生

平成20年７月29日（火）

(3)自己株式の消却

自己株式となった全部取得条項付株式を会社法

第178条に基づき平成20年８月31日（日）に全株

消却しました。

(4)完全子会社化

ソネットがA種種類株式の端数の合計の１株

（１株未満は切り捨て）を平成20年９月16日

（火）に取得したことにより、当社はソネットの

完全子会社となりました。

１．株式会社アエリアIPMの株式取得

平成20年２月25日開催の取締役会において、株式

会社アエリアIPMの株式を取得し子会社化する

ことを決議し、平成20年２月29日に同社の全株式

を取得いたしました。概要は以下の通りです。

(1)株式会社アエリアIPMの概要について

①商号

株式会社アエリアIPM

②所在地

東京都港区赤坂五丁目２番２０号

③代表者

代表取締役社長　篠崎　高広

④設立年月日

2006年10月

⑤主な事業の内容

版権の取得・管理、コンテンツファンドの組成運

用

⑥発行済株式総数

普通株式20株

⑦資本の額

100万円（平成20年１月31日現在）

⑧株主構成

株式会社アエリア（100％）

(2)株式の取得の概要について

①取得の内容

普通株式20株を株式会社アエリアより取得しま

した。

②取得年月日

平成20年２月29日に20株

なお、株式の取得はすべて現金にて行い、かつ取

得に必要な現金は当社現預金によって行いまし

た。

(3)株式の取得の目的と今後の展開について

　株式会社アエリアIPMは、世界的に著名なコン

ピュータロールプレイングゲーム『

Wizardry6』、『Wizardry7』、『Wizardry8』、『

WizardryGold』の著作権等の一切の権利及び

『ウィザードリィ(Wizardry)』の全世界における

商標権などの権利を取得管理しております。同社

が持つ各種権利に、当社の持つオンラインゲーム

配信ノウハウを融合して、新規オンラインゲーム

開発を行うこと等により、長期的にも様々な事業

シナジーが見込めると考えております。

 

EDINET提出書類

株式会社ゲームポット(E05541)

半期報告書

44/52



前中間会計期間
（自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日）

当中間会計期間
（自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日）

前事業年度
（自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日）

 ２．当社は、平成20年７月10日開催の当社取締役

会決議に基づいて、平成20年８月12日付で下記の

とおり当社全額出資の在外子会社を設立登記い

たしました。

(1)子会社設立の目的

北米及び英語圏でのオンラインゲーム運営配信

事業の展開

(2)子会社の概要

①商号

Gamepot(USA),Inc.

②本店所在地

21250 Hawthorne Blvd., Suite 500Torrance, CA,

90503

③主な事業内容

オンラインゲームの運営・配信

④資本金の額

USD1,000,000-

⑤取得株式数

1,000,000株（100.0％）
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（２）【その他】

　該当事項はありません。
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第６【提出会社の参考情報】
　当中間会計期間の開始日から半期報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

(1）有価証券報告書及びその添付書類

　事業年度（第７期）（自　平成19年１月１日　至　平成19年12月31日）平成20年３月21日関東財務局長に提出

(2）臨時報告書

　平成20年３月27日関東財務局長に提出

　企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第９号（代表取締役の異動）の規定に基づく臨時報告書であ

ります。

　平成20年４月14日関東財務局長に提出

　企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第３号及び同項第４号（提出会社の親会社及び主要株主の異

動）の規定に基づく臨時報告書であります。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の中間監査報告書 

 平成19年９月25日

株式会社ゲームポット  

 取締役会　御中  

 新日本監査法人  

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 村　山　憲　二　　印

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 原　科　博　文　　印

　当監査法人は、証券取引法第193条の２の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている株式会社

ゲームポットの平成19年１月１日から平成19年12月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（平成19年１月１日か

ら平成19年６月30日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結株主

資本等変動計算書及び中間連結キャッシュ・フロー計算書について中間監査を行った。この中間連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から中間連結財務諸表に対する意見を表明することにある。

　当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間連結

財務諸表には全体として中間連結財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示

がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて

追加の監査手続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間連結財務諸表に対する意見表明のた

めの合理的な基礎を得たと判断している。

　当監査法人は、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間連結財務諸表の作成基準に

準拠して、株式会社ゲームポット及び連結子会社の平成19年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間連

結会計期間（平成19年１月１日から平成19年６月30日まで）の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する有用な

情報を表示しているものと認める。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（※）上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（半期報告書提出会

社）が別途保管しております。
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 独立監査人の中間監査報告書 

 平成20年９月29日

株式会社ゲームポット  

 取締役会　御中  

 新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 村　山　憲　二　　印

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 原　科　博　文　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられてい

る株式会社ゲームポットの平成20年１月１日から平成20年12月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（平成20年

１月１日から平成20年６月30日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中

間連結株主資本等変動計算書及び中間連結キャッシュ・フロー計算書について中間監査を行った。この中間連結財務諸表

の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から中間連結財務諸表に対する意見を表明することにある。

　当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間連結

財務諸表には全体として中間連結財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示

がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて

追加の監査手続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間連結財務諸表に対する意見表明のた

めの合理的な基礎を得たと判断している。

　当監査法人は、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間連結財務諸表の作成基準に

準拠して、株式会社ゲームポット及び連結子会社の平成20年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間連

結会計期間（平成20年１月１日から平成20年６月30日まで）の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する有用な

情報を表示しているものと認める。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（※）上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（半期報告書提出会

社）が別途保管しております。
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 独立監査人の中間監査報告書 

 平成19年９月25日

株式会社ゲームポット  

 取締役会　御中  

 新日本監査法人  

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 村　山　憲　二　　印

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 原　科　博　文　　印

　当監査法人は、証券取引法第193条の２の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている株式会社

ゲームポットの平成19年１月１日から平成19年12月31日までの第７期事業年度の中間会計期間（平成19年１月１日から

平成19年６月30日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書及び中間株主資本等変動計算書

について中間監査を行った。この中間財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から中間財務

諸表に対する意見を表明することにある。

　当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間財務

諸表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示がないか

どうかの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監

査手続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間財務諸表に対する意見表明のための合理的な

基礎を得たと判断している。

　当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠し

て、株式会社ゲームポットの平成19年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する中間会計期間（平成19年１月１

日から平成19年６月30日まで）の経営成績に関する有用な情報を表示しているものと認める。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（※）上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（半期報告書提出会

社）が別途保管しております。
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 独立監査人の中間監査報告書 

 平成20年９月29日

株式会社ゲームポット  

 取締役会　御中  

 新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 村　山　憲　二　　印

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 原　科　博　文　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられてい

る株式会社ゲームポットの平成20年１月１日から平成20年12月31日までの第８期事業年度の中間会計期間（平成20年１

月１日から平成20年６月30日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書及び中間株主資本等

変動計算書について中間監査を行った。この中間財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場か

ら中間財務諸表に対する意見を表明することにある。

　当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間財務

諸表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示がないか

どうかの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監

査手続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間財務諸表に対する意見表明のための合理的な

基礎を得たと判断している。

　当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠し

て、株式会社ゲームポットの平成20年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する中間会計期間（平成20年１月１

日から平成20年６月30日まで）の経営成績に関する有用な情報を表示しているものと認める。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（※）上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（半期報告書提出会

社）が別途保管しております。
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